
 

 

 

 

教育長定例記者会見 

  

 

 

 

＜広報事項＞ 

 

○令和６年７月－８月の広報事項＜教育委員会＞     

・・・・・２ 

 

 

 

＜話題提供＞ 

 

〇『今度はあなたが滋賀で教員になろう！』 

第 18期『滋賀の教師塾』 入塾者募集 

・・・・・５ 

 

 

〇生徒会の力で学校をよりよくしよう！県内全域の中学生とつながろう！ 

「しが生徒会オンライン交流会」の開催について        ・・・・６ 

 

 

 

 

配布資料 

日時：令和６年７月 17日（水）11：00  

場所：会見室 
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令和６年７月～８月の広報事項＜教育委員会＞

日時（期間） タイトル
内容・会場

参加料（有料・無料の別）・事前申込の有無等

所属
（課名、室名、機
関名、学校名）

 問い合わせ先
（担当者名、電
話・内線番号）

募集期間
7月1日（月）
～ 8月30日
（金）

今度はあなたが
滋賀で教員にな
ろう！
第18期『滋賀の
教師塾』 塾生
募集

詳しくは、5ページをご覧ください。 教職員課
西澤　仁志
077-528-4534
(内線4545）

7月18日(木)
デジタルスクー
ルガイドの更新
について

県立高等学校の情報を集約した「デジタルス
クールガイド」の内容を最新版（令和６年度
版）に更新します。

高校教育課
魅力ある高校づ
くり推進室

内田　弘子
077-528-4578
(内線4578）

7月19日（金）
１４：００～
雨天順延

復興支援2畳凧
の飛揚

本校のある東近江市には大凧の文化があり、被
災地の高校高校生の思いを「班じ文」にして、
2014年度から校庭で揚げています。今年の凧は
石川県の津幡高校生とZoomで交流して決めた
「能登のゆたかな海を取り戻したい」です。

滋賀県立八日市
南高校

地域支援活動部
顧問　田村晃
０７４８－２２
－１５１３

7月22日（月）
第48回 全国高
等学校 総合文
化祭 壮行会

７月31日から８月５日にわたって開催される、
第48回全国高等学校総合文化祭「清流の国ぎふ
総文2024」に出場する各部門の生徒代表が集う
壮行会。各部門の意気込み発表やミニパフォ―
マンスも行われる。
会場：県庁東館７階大会議室
　　　一般参加不可（関係者のみ）

滋賀県高等学校
文化連盟（県立
八日市高等学
校）

安田　祥代
0748-23-3322
（事務局直通)

7月31日（水）
～8月3日
（土）

石川県能登半島
ボランティア

7月31日：石川県羽咋高校との交流
8月1日～奥能登でのボランティア活動を予定し
ています。生徒16名、院卒2名の予定。本校は
2012年度から東北（岩手・宮城・福島）で夏期
休業中にボランティア活動をしてきました。
（2023年度までに11回）

滋賀県立八日市
南高校

地域支援活動部
顧問　田村晃
０７４８－２２
－１５１３

8月2日（金）
10:30～12:35

令和6年度 読書
バリアフリー研
修会

　障害の有無にかかわらず読書を通じて豊かな
人生を送れる滋賀の実現を目指し、読書バリア
フリーについて理解を深める研修会を開催しま
す。
　・会　場：滋賀県立図書館 地下1階大会議室
　・対　象：学校における子どもの読書に関わ
　　　　　　る方（県内学校管理職、学校図書
　　　　　　館担当教諭、学校司書、学校図書
　　　　　　館行政担当者、公立図書館職員、
　　　　　　読書ボランティア団体　など）
　・定　員：会場参加60名およびオンデマンド
　　　　　　配信（人数制限なし）

生涯学習課
玉利、浦谷
077-528-4652
（内線4652）

8月2日（金）
13:30～17:00

日野高カフェ
＠Home営業につ
いて

  　2017年度より月に1度営業してきました日野
高カフェ＠ Homeですが、今年度で８代目の生徒
となりました。３年生の 「課題研究」の授業の
一環として「起業者教育・課題解決能 力の育
成・地域理解の推進」などを目的に行っていま
す。 　地域の方に愛されるお店作りをしていき
たいと思います。 　また、日野町で作られてい
る商品も販売する予定です。
場　所：近江鉄道日野駅舎「なないろ」

滋賀県立
日野高等学校

教頭　東谷忠彦
担当　藤野早耶
0748-52-1200
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令和６年７月～８月の広報事項＜教育委員会＞

日時（期間） タイトル
内容・会場

参加料（有料・無料の別）・事前申込の有無等

所属
（課名、室名、機
関名、学校名）

 問い合わせ先
（担当者名、電
話・内線番号）

8月2日（火）
13:30～16:30

令和６年度
「しが生徒会オ
ンライン交流
会」

詳しくは、6ページをご覧ください。 幼小中教育課
川端　清司
077-528-4665
（内線4665）

8月6日（火）
～7日（水）

高校生ボラン
ティア・アワー
ド出場

さだまさし氏の風に立つライオン基金が主催す
る大会で、高校生のボランティア活動を全国レ
ベルでの発表会　　会場：東京新宿住友ビル三
角広場　　ブースでの発表

滋賀県立八日市
南高校

地域支援活動部
顧問　田村晃
０７４８－２２
－１５１３

8月8日（木）
～8月28日
（水）

第1回「しがし
ごと検定」

県立特別支援学校高等部生徒を対象に、「しが
しごと検定」(技能検定)を開催します。検定を
通じて、就労意欲の向上や就労に必要な態度や
技能を高めるため、企業に協力いただき、学校
と連携して学習に取り組んでいます。
・内容および会場
[8月8日～9日]会場：長浜市民交流センター
　　内容：運搬陳列
[8月23日]会場：コラボしが21
　　内容：事務補助、接客
[8月26日～28日]会場：アクティ近江八幡
　　内容：清掃メンテナンス(基礎・初級・中
級・上級)

特別支援教育課
野原　直樹
077-528-4643

8月21日（水）
13:00～16:00

シン・しが学校
支援メニュー
フェア

滋賀県学習情報提供システム「におねっと」内
の「学校支援メニュー」に登録いただいている
支援者（専門的な知識や技能を持った地域の
人々・企業・団体・ＮＰＯ等）が、メニューの
内容（出前授業や校外学習/工場見学の受入れ
等）を教職員に直接説明したり、学校のニーズ
や思い等を探ったりする場（ブース形式）の設
置をするものである。学校と支援者双方のマッ
チングの機会となる。
　・会　場:ピアザ淡海
　・対　象:教職員等教育関係者
  ・支援者：58団体が参加予定

生涯学習課

桂　晴樹
片岡　義博
077-528-4654
（内線4654）

8月26日
(月)9:45～

ふれあい教育対
談

　教職員等関係者との対談を通して地域の教育
事情を的確に把握し、本県教育の振興に生かす
ことを目的に、県教育委員が、学校・園や教育
関係関、社会教育施設等を訪問し、教育活動の
現場や教育環境を視察します。第３回目は県教
育委員会事務局の指導主事等12名と県の教育委
員が対談します。
・テーマ：（仮）「語ろう！創ろう！これから
の滋賀の教育」
・場 所：北新館５－C

教育総務課
久泉　嘉章
077-528-4512
(内線4512）

8月26日
(月)13:00～

定例教育委員会
地方教育行政の組織及び運営に関する法律第14
条に基づく会議の開催をします。
・場所：北新館５ーB

教育総務課
岸田　茜衣
077-528-4512
(内線4512）
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令和６年７月～８月の広報事項＜教育委員会＞

日時（期間） タイトル
内容・会場

参加料（有料・無料の別）・事前申込の有無等

所属
（課名、室名、機
関名、学校名）

 問い合わせ先
（担当者名、電
話・内線番号）

8月31日
（土）
14：00～

10月25日
（金）
18：00～

令和６年度湖南
市立甲西中学校
夜間学級入学希
望者説明会の開
催

　令和７年度に設置される湖南市立甲西中学校
夜間学級の入学希望者説明会を開催します。夜
間学級の概要や生徒募集について説明するとと
もに、個別の相談に応じることを通して、夜間
学級の開設に向けて周知します。

　・会　場：湖南市立甲西中学校
　・対　象：夜間学級に入学を考えている人や
　　　　　　その御家族・支援者

幼小中教育課
定光　重直
077-528-4665
（内線4665）

随時
（申込団体の
希望する日
時）

プラネタリウム
学習

　総合教育センターでは、各季節の星の見え方
や星座物語をプラネタリウムで解説し、小学校
や園（所）における天体についての学習を支援
します。
　・会　場：滋賀県総合教育センター　本館
　・参加料：無料
　・対　象：小学生・幼児
　・内　容：希望に応じます
（小学校第４学年授業前・授業後プログラムも
あります）
　・申込み：滋賀県総合教育センターＨＰ参照

総合教育セン
ター

科学教育係
077-588-2511
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                    提供年月日：令和６年(2024年)７月 17日   

               部 局 名：教育委員会事務局 

           所 属 名：教職員課 

                    担 当 名：教員採用育成・働き方改革係 

                   担 当 者 名：池田 浩一 西澤 仁志 

                     内 線：4545 電話：077-528-4534 

 

 

『今度はあなたが滋賀で教員になろう！』 

 

第 18 期『滋賀の教師塾』  入塾者募集 

 

１ 目的 

   滋賀の教育大綱に基づき、「未来を拓く心豊かでたくましい人づくり」を担う、高い『志』

と『実践力』を持つ、次のような塾生を育成します。 

   ○学び続けるための自信と謙虚さを持つ塾生 

   ○組織の一員としての自覚と実践的な指導力・柔軟な対応力を持つ塾生 

   ○グローバルな視野と滋賀の文化・伝統に関する理解力を持つ塾生 

 

２ ３つの柱（開設講座と研修内容） 

 〇必修講座   演習、グループ討論、講義など全７回の講座を受講する。 

〇選択講座   県施設、県機関等が実施する事業等の中から３講座を選んで参加する。 

〇学校実地体験 学校において教育活動を学ぶ（５日間）。 

 

３  募集について 

○スタンダードコース（150人程度） 

・大学生、大学院生と通信制大学等在学中の人で、令和８年度滋賀県公立学校教員採用選 

考試験（令和７年度実施）を受験予定の人。 

  ※「大学３年生夢チャレンジ選考」を受験予定の現在大学２年生も出願できます。 

○アドバンスコース（若干人） 

・令和６年度に滋賀県内の公立学校で臨時講師または会計年度任用職員として任用され

ており（任用予定であり）、令和８年度滋賀県公立学校教員採用選考試験（令和７年度

実施）を受験予定の人。ただし、令和７年３月 31 日現在、任用期間の総計が２年未満

の人とする。 

 

４  出願期間 

   令和６年７月１日（月）午前９時から令和６年８月 30日（金）午後５時まで 

 

５  通塾期間 

    令和６年 10月６日（日）～令和７年３月 15日（土） 

記者発表資料 
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 記者発表資料 

 

 

生徒会の力で学校をよりよくしよう！県内全域の中学生とつながろう！ 

「しが生徒会オンライン交流会」の開催について 
   

【趣 旨】  県内各地の中学校生徒会をオンラインでつないで WEB会議を開き、身の回りのテーマ

について情報交換会を行う。学校の特徴や取組を交流したり、自分たちの学校をよりよ

くするためにできることを話し合ったりすることで、各校生徒会の活性化を図る。また、

子どもが主権者として、積極的に社会参画する力の素地を養う。 

 

【日 時】 令和６年８月６日（火）14：00～ 

 

【内 容】 〇知事・文部科学省調査官からのメッセージ 

      〇話題提供 

       ・昨年度の「しが生徒会オンライン交流会」後の活動紹介 

       ・生徒会のあんな悩みこんな悩み 手立てを一緒に考えよう 

      〇グループ協議（以下の２テーマについて、各グループで交流・協議） 

 ①「自分たちの取組を見つめてみよう」 

 ②「自分たちの学校をよりよくするためにできることを考えよう」 

 ・参加者 生徒会に所属する県内の中学生（約 90人） 

交流会をサポートする高校生（約 10人）・文部科学省調査官・知事 

〇全体交流 

〇まとめ・講義 

  講師：文部科学省 和久井伸彦 調査官 

※詳細は開催要項、参加募集チラシに記載。 

【参加校】 県内 11市町立中学校 16校 県外公立中学校１校 合計 17校 

県立高等学校３校（７月 16日段階） 

 

今年で開催４年目。４年連続の参加が３校、今年初めて参加が４校。 

４年間で 99校中 51校が参加。自分たちの力で学校生活をよりよくしたいと考える生徒が集う。 

これまでに、他校の取組を参考にして自校のゆるキャラを作成したり、ボランティア活動や募

金活動を行ったりした学校がある。 

今回、初めて県外からの公立中学校 1校が参加。 

徳島県 美馬（みま）市立 穴吹（あなぶき）中学校が参加する。 

 

提供日：令和６年（2024年）７月 17日（水） 

部局名：教育委員会事務局 

所属名：幼小中教育課 教育課程指導係 

担当者：主査 川端 清司 

連絡先：077-528-4665（幼小中教育課）  

E-mail：ma1005@pref.shiga.lg.jp 
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つながり・話し・考える
参加募集

問い合わせ先（市町教育委員会を通じてお問い合わせください）
⇒滋賀県教育委員会事務局 幼小中教育課 担当 ０７７－５２８－４６６５

Day:８月６日（火）14:00～
Zoomによるオンライン開催

SHIGA

私たちの活動を紹介してみよう。

環境問題やボランティア活動に
取り組んでいる学校はないかな？

専門家の先生に相談してみたいな。

他校との交流から学校を
よりよくするヒントが得られた！

ONLINEMEETING
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